
 

 

 

 

 

 

ニュースリリース 

平成２６年 ３月１３日 

新日鉄住金エンジニアリング株式会社 

 

株式会社エヌエスウインドパワーひびきが支援する 

「みなとや海辺の活動支援（北九州市）」について 

 

新日鉄住金エンジニアリング株式会社（代表取締役社長 高橋 誠、本社：東京都品川区）が子会社の株式会社

エヌエスウインドパワーひびき（代表取締役社長 吉井 薫、本社：北九州市若松区、以下 NSWPひびき）を通じて

地元貢献と CSR活動の一環として行っている「みなとや海辺の活動支援」（主催：北九州市空港港湾局、協力：NSWP

ひびき）が本年度で 10 年を迎えました。弊社と致しましては、本件取り組みを継続し、引き続き地域貢献を行っ

て参ります。 

 

【NSWP ひびきの概要】 

  事業内容：風力発電事業（発電容量 15,000kW、当社出資比率 70.9%） 

  運転開始：平成 15年 3月 

特  徴：北九州市若松区響灘地区に 1,500kW級風力発電設備を 10機保有する西日本最大級の風力発電所。 

        麻生総理大臣(当時)が見学する等、環境未来都市/北九州市の代表的な施設となっている。 

  みなとや海辺の活動支援の実績 

：110件の活動に対し支援（10年間累計） 

 

【「みなとや海辺の活動支援」の概要】 

１. 対象活動 

助成対象は、北九州市内のみなとや海辺およびその周辺で行う、みなとや海辺に関する以下の活動 

(１)自然環境保全活動 

(２)環境美化活動 

(３)体験型学習活動 

(４)地域づくり、まちづくり活動 

(５)歴史・文化・魅力等発見・発信活動 

(６)環境に関する普及啓発・広報活動 

(７)環境に関する活動で、特に認められるもの（調査・研究等） 

 

２. 対象団体 

(１)市民ボランティア団体 

(２)学校・教育関係機関 

(３)特定非営利活動法人(NPO法人) 

 

 

 

 



 

３. 助成金額（総額：毎年２５０万円） 

   （１）みなとや海辺の活動助成金 

１活動あたり３０万円を限度として助成し、助成期間は３年間を限度とする。 

   （２）みなとや海辺の継続活動助成金 

       （１）の助成期間（３年間）以降も継続して行なわれる活動に１活動あたり５万円を限度として 

助成する。 

   （３）助成金協力 

       助成金の全額は、NSWPひびきより毎年２５０万円の資金提供をする。 

 

４. 事務局 

みなとや海辺の活動支援 選考会事務局 

〒801-8555 北九州市門司区西海岸1丁目2番7号 

北九州市港湾空港局総務部総務経営課  

TEL093-321-5939 FAX093-321-5933 

 

＊平成２６年度の募集要領は現在、北九州市港湾空港局ホームページに掲載中（募集〆切：３月３１日（月））。 

 

[お問い合わせ先] 

経営企画部広報室 ０３-６６６５-２３６６ 

 

以 上 


